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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェット配列と協働して係合するサイズであり、開位置と閉位置との間を運動可
能なインクジェットキャップと、
　前記インクジェットキャップにより支持される複数のワイパと、
　前記複数のワイパの少なくとも一つのワイパに隣接している複数の変形可能なガスケッ
トと
　を備え、
　前記複数のワイパの少なくとも一つの前記ワイパは、前記インクジェットキャップが前
記開位置から前記閉位置へ運動するときに、前記インクジェット配列の複数のインクジェ
ットの少なくとも一つのインクジェットをワイプし、前記少なくとも一つのインクジェッ
トを少なくとも部分的に封止し、
　前記複数の変形可能なガスケットの少なくとも一つの変形可能なガスケットは、前記少
なくとも一つのインクジェットに接触し、前記少なくとも一つのインクジェットを封止す
べく、変形し、前記複数のワイパの少なくとも一つのワイパと協働することにより、前記
閉位置において前記複数のインクジェットの少なくとも一つのインクジェットに隣接した
封止空間を形成し、
　前記少なくとも一つの変形可能なガスケットが変形することで、前記封止空間から空気
が押し出される、ハンドヘルドプリンタ。
【請求項２】
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　前記インクジェットキャップと解除可能に係合して、前記インクジェットキャップを前
記閉位置に維持するロック機構をさらに備える請求項１に記載のハンドヘルドプリンタ。
【請求項３】
　前記インクジェットキャップと摺動可能に連結されたカムをさらに備え、
　前記カムは、前記インクジェットキャップが前記開位置と前記閉位置との間を運動する
ときに、前記インクジェットキャップと前記複数のワイパとを、ワイプフェーズから封止
フェーズまでガイドする請求項１または請求項２に記載のハンドヘルドプリンタ。
【請求項４】
　前記カムは、前記インクジェットキャップが前記開位置と前記閉位置との間を移動する
ときに前記インクジェットキャップが少なくとも部分的に回転するように前記インクジェ
ットキャップをガイドする請求項３に記載のハンドヘルドプリンタ。
【請求項５】
　前記複数のワイパの各々は、前端部と後端部とを有する請求項１から請求項４のいずれ
か１つに記載のハンドヘルドプリンタ。
【請求項６】
　前記前端部は、曲線状の表面を画定する請求項５に記載のハンドヘルドプリンタ。
【請求項７】
　前記後端部は、鋭い端部を画定する請求項５または請求項６に記載のハンドヘルドプリ
ンタ。
【請求項８】
　前記複数のワイパの少なくとも一つと前記複数の変形可能なガスケットの少なくとも一
つとは単一部品である請求項１から請求項７のいずれか１つに記載のハンドヘルドプリン
タ。
【請求項９】
　前記複数の変形可能なガスケットは、前記インクジェットキャップに支持されている請
求項１から請求項８のいずれか１つに記載のハンドヘルドプリンタ。
【請求項１０】
　ハンドヘルドプリンタのインクジェット配列用の方法であって、
　前記インクジェット配列と協働して係合するサイズであるインクジェットキャップを開
位置から閉位置へ移動させる段階と、
　前記インクジェット配列内の複数のインクジェットの一つに隣接し、かつ前記インクジ
ェットキャップにより支持され、変形可能な材料から成形される複数のワイパであって、
前記インクジェットキャップが前記開位置から前記閉位置へ移動するときに、前記複数の
インクジェットをワイプし、前記複数のインクジェットを少なくとも部分的に封止する前
記複数のワイパを摺動させる段階と、
　前記複数のインクジェットに接触し、前記複数のインクジェットを封止すべく、前記複
数のワイパに隣接する複数のガスケットが変形し、前記複数のワイパと協働することによ
り、前記複数のワイパおよび前記複数のガスケットを使用することで、前記複数のインク
ジェットを封止し、前記複数のインクジェットに隣接する封止空間を形成する段階と、
　を備え、
　前記複数のガスケットが変形することにより、前記封止空間から空気が押し出される、
方法。
【請求項１１】
　前記インクジェットキャップを移動させる段階は、
　前記インクジェットキャップをカム沿いにガイドする段階をさらに有し、
　前記カムは、前記インクジェットキャップが前記開位置と前記閉位置との間を運動する
ときのワイプフェーズと封止フェーズとを画定する請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記複数のワイパを摺動させる段階は、前記複数のインクジェットに隣接して前記複数
のワイパの曲線状の前端部を摺動させる段階をさらに有する請求項１０または請求項１１
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に記載の方法。
【請求項１３】
　前記インクジェットキャップを前記閉位置でロックする段階をさらに備える請求項１０
から請求項１２のいずれか１つに記載の方法。
【請求項１４】
　前記インクジェットキャップをロックする段階は、
　スプリング搭載ロック機構と係合する段階を有する請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　開位置と閉位置との間を運動可能であり、インクジェット配列をキャップする手段と、
　前記インクジェット配列をワイプする手段と、
　封止空間を形成することにより前記インクジェット配列を封止する手段と、を備えたハ
ンドヘルドプリンタであって、
　前記ワイプする手段は、前記キャップする手段により支持され、前記キャップする手段
が前記開位置から前記閉位置へ運動するときに、前記インクジェット配列をワイプし、前
記インクジェット配列を少なくとも部分的に封止し、
　前記封止する手段は、前記インクジェット配列に接触し、前記インクジェット配列を封
止することで、前記封止空間を形成すべく、前記キャップする手段が前記閉位置にあると
きに前記ワイプする手段と協働し、
　前記封止する手段は、前記封止空間から空気を押し出すために変形される、ハンドヘル
ドプリンタ。
【請求項１６】
　前記キャップする手段を前記閉位置に固定するロック手段をさらに備える請求項１５に
記載のハンドヘルドプリンタ。
【請求項１７】
　前記キャップする手段が前記開位置と前記閉位置との間を運動するときに、前記キャッ
プする手段と前記ワイプする手段とを、ワイプフェーズから封止フェーズまでガイドする
手段をさらに備える請求項１５または請求項１６に記載のハンドヘルドプリンタ。
【請求項１８】
　前記ワイプする手段は、前端部と後端部とを有する請求項１５から請求項１７のいずれ
か１つに記載のハンドヘルドプリンタ。
【請求項１９】
　前記前端部は、曲線状の表面を画定する請求項１８に記載のハンドヘルドプリンタ。
【請求項２０】
　前記後端部は、鋭い端部を画定する請求項１８または請求項１９に記載のハンドヘルド
プリンタ。
【請求項２１】
　前記封止する手段と前記ワイプする手段との協働は、前記封止する手段が前記ワイプす
る手段と隣接することを含む請求項１５から請求項２０のいずれか１つに記載のハンドヘ
ルドプリンタ。
【請求項２２】
　前記キャップする手段は、前記キャップする手段が前記開位置と前記閉位置との間を移
動するときに少なくとも部分的に回転する請求項１５から請求項２１のいずれか１つに記
載のハンドヘルドプリンタ。
【請求項２３】
　インクジェット配列と協働して係合するサイズであり、開位置と閉位置との間を運動可
能なインクジェットキャップと、
　前記インクジェットキャップにより支持される複数のワイパと、
　前記複数のワイパの少なくとも一つのワイパに隣接している複数のガスケットと
　を備え、
　前記複数のワイパの少なくとも一つの前記ワイパは、前記インクジェットキャップが前
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記開位置から前記閉位置へ運動するときに前記インクジェット配列の複数のインクジェッ
トの少なくとも一つのインクジェットと係合し、
　前記少なくとも一つのインクジェットに接触し、前記少なくとも一つのインクジェット
を封止すべく、前記複数のガスケットの少なくとも一つのガスケットは、前記複数のワイ
パの少なくとも一つのワイパと協働することにより、前記閉位置において前記複数のイン
クジェットの少なくとも一つのインクジェットに隣接した封止空間を形成し、
　前記少なくとも一つのガスケットは、空気が前記封止空間から押し出されるように変形
される、ハンドヘルドプリンタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．セクション１１９（ｅ）に基づいて、「SERVICING INKJET P
RINT HEAD ON HAND-HELD PRINTER」なる名称の２００７年３月２日出願の米国仮特許出願
番号第６０／８９２，６９８明細書の優先権を主張しており、その内容をここに、全ての
目的から参照として組み込む。
【背景技術】
【０００２】
　公知のプリンタはしばしば、機械駆動カートリッジを利用して、印刷媒体に隣接した所
望の位置へプリントヘッドを洗浄に前進、配置、およびトランスポートしている。印刷媒
体は、機械駆動されて、プリントヘッドの下および／またはプリントヘッドに隣接する位
置に配置される。印刷処理中、プリントヘッドおよび印刷媒体は、互いに対して相対的に
配置されて画像を生成する。
【０００３】
　他の公知のプリンタには携帯可能なものがある。例えば、携帯プリンタは、小型化され
たコンポーネントを含んで、デバイスの総量およびサイズが低減されているものが多い。
これら携帯プリンタのサイズに関わらず、プリントヘッドおよび印刷媒体の構成および動
きは、上述の公知のプリンタ同様である。故に、プリントヘッドおよび印刷媒体の駆動機
構は、プリンタの小型化、ひいては、印刷媒体に利用可能な材料に制限を課している。
【発明の概要】
【０００４】
　本開示は、概して、ハンドヘルドプリンタに係り、より詳しくは、個々のインクジェッ
トおよび／またはインクジェット配列用であり、それを維持する手動前進プリンタに係る
。公知のプリンタおよび携帯プリンタよりも携帯性および／または機動性が向上したプリ
ンタを提供することが望ましい。公知のプリンタおよび携帯プリンタで利用されているプ
リントヘッドおよび印刷媒体駆動機構の必要性の少ない、または全く必要ない携帯プリン
タを提供することはさらに望ましい。さらに、プリントヘッドのインクジェット部の機能
性を保護し徹底させるデバイスおよび方法を提供することが望ましい。
【０００５】
　一実施形態では、複数のインクジェットを有するインクジェット配列を含むハンドヘル
ドプリンタが開示される。ハンドヘルドプリンタは、インクジェット配列と協働係合する
サイズであり、開位置と閉位置との間を運動可能なインクジェットキャップと、インクジ
ェットキャップにより支持される複数のワイパと、を備え、複数のワイパの各々は、イン
クジェットキャップが開位置から閉位置へ運動するときに複数のインクジェットのいずれ
かと係合し、複数のワイパの各々は、複数のインクジェットのいずれかに隣接した封止を
形成するガスケットを有する。
【０００６】
　別の実施形態では、ハンドヘルドプリンタのインクジェット用の方法が開示される。方
法は、インクジェットキャップを開位置から閉位置へ移動させる段階と、インクジェット
キャップにより支持されインクジェットを清掃するワイパを、インクジェットに隣接して
摺動させる段階と、インクジェットの周りでワイパのガスケット部を封止する段階と、イ
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ンクジェットキャップを閉位置でロックする段階と、を備える。
【０００７】
　別の実施形態では、ハンドヘルドプリンタが開示される。ハンドヘルドプリンタは、開
位置と閉位置との間を運動可能であり、インクジェット配列をキャップする手段と、イン
クジェット配列をワイプする手段と、インクジェット配列を封止する手段と、を備え、イ
ンクジェット配列をワイプする手段は、キャップする手段により支持され、キャップする
手段が開位置から閉位置へ運動するときにインクジェット配列と係合し、インクジェット
配列を封止する手段は、キャップする手段が閉位置にあるときにワイプする手段と協働す
る。
【０００８】
　開示されるハンドヘルドプリンタのさらなる特徴および利点は、以下の詳細な記載と図
面とに記載されており、これらから明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】ここに開示する教示によるハンドヘルドプリンタの論理概略図である。
【００１０】
【図２】図１との関連で記載されるハンドヘルドプリンタの底面図である。
【００１１】
【図３】図２に示すハンドヘルドプリンタの上面図である。
【００１２】
【図４】ハンドヘルドプリンタが行いうる例示的な位置決め処理を示すフローチャートで
ある。
【００１３】
【図５】ハンドヘルドプリンタが行いうる例示的な印刷処理を示すフロー図である。
【００１４】
【図６Ａ】図２に示すハンドヘルドプリンタと協働して動作可能なキャップを例示する。
【図６Ｂ】図２に示すハンドヘルドプリンタと協働して動作可能なキャップを例示する。
【図６Ｃ】図２に示すハンドヘルドプリンタと協働して動作可能なキャップを例示する。
【図６Ｄ】図２に示すハンドヘルドプリンタと協働して動作可能なキャップを例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　ここで開示する実施形態および構想は、小型であり、多岐に亘る印刷媒体への印刷に適
した、携帯型のまたは手動の前進プリンタを提供する。例示的な携帯プリンタは、キャリ
ッジおよび用紙処理機構が不要であり、スキャンおよび位置センサを備えてよい。
【００１６】
　図１は、携帯型のまたは手動の前進プリンタ１０２の論理概略図１００である。ここで
利用されるプリンタ、印刷デバイス、ハンドヘルドプリンタ、携帯プリンタ、および手動
前進プリンタという用語は、互いに類義語として利用され、交換可能である。プリンタ１
０２は、電源１０６により電源供給され、プリントヘッド１０８およびセンサ機構１１０
と通信可能なコントローラ１０４を含みうる。本例示的実施形態のセンサ機構１１０は、
１以上の位置またはナビゲーションセンサ１１２と、１以上の光学撮像センサ１１４とを
含みうる。コントローラ１０４およびセンサ機構１１０は協働して、印刷および／または
スキャン処理にわたるプリントヘッド１０８の正確且つ精密な位置合わせを促す。正確な
位置合わせにより、画像生成または印刷、および画像スキャンまたは取得を、プリンタ１
０２が確実に行うことができるようになる。
【００１７】
　コントローラ１０４は、画像処理モジュール１１８と画像情報ソース１２０とに連結さ
れた通信インタフェースまたはモジュール１１６を含みうる。画像処理モジュール１１８
は、印刷モジュール１２２および撮像モジュール１２４に対して、通信可能に連結されう
る。本例示的実施形態の印刷モジュール１２２および撮像モジュール１２４は、位置決め
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モジュール１２６に通信可能に連結される。
【００１８】
　画像情報ソース１２０は、プリントヘッド１０８の印刷対象である画像、映像、または
ファイルに関するデータを送信する機能を有する任意の種類のデバイスであってよい。画
像情報ソース１２０は、汎用コンピューティングデバイスを含みえて（例えば、デスクト
ップコンピューティングデバイス、ラップトップコンピューティングデバイス、モバイル
コンピューティングデバイス、携帯情報端末、セルラー電話等）、または、取り外し可能
な格納デバイスでありうる（例えば、画像データ等のデータを格納するフラッシュメモリ
データ格納デバイス）。画像情報ソース１２０がＵＳＢ（universal serial bus）格納デ
バイスなどの取り外し可能な格納デバイスである場合、通信インタフェース１１６は、Ｕ
ＳＢポート等のポートを含みえて、格納デバイスを拡張および通信可能に受けることがで
きる。別の実施形態では、通信インタフェース１１６は、画像情報ソース１２０とコント
ローラ１０４との間で画像データを無線通信させる無線トランシーバを含みうる。または
、通信インタフェース１１６は、赤外線（ＩＲ）通信リンク、ラジオ周波数（ＲＦ）通信
リンクまたは任意の他の公知な、または予期される通信システム、方法、または媒体の生
成を促してよい。
【００１９】
　他の代替実施形態の通信インタフェース１１６は、１以上の有線および／または無線ネ
ットワークを介して画像情報ソース１２０と通信してよい。ネットワークは、パーソナル
エリアネットワーク（ＰＡＮ）、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、無線ローカル
エリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）等を含みうるが
、これらに限定されない。ネットワークは、例えばＩＥＥＥ８０２．１１ｘ（ｘはａ、ｂ
、ｇおよびｎ等である）、８０２．１６、８０２．１５．４、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録
商標）、ＧＳＭ（Global System for Mobile Communications）、ＣＤＭＡ（code-divisi
on multiple access）イーサネット（登録商標）等の任意の数の規格および／または仕様
に則り構築されうる。
【００２０】
　画像プロセッサ１１８は、通信インタフェース１１６から画像データを受信して、受信
した画像データを処理して印刷プロセスを助けてよい。または、画像データの処理は、画
像情報ソース１２０、あるいは通信インタフェース１１６と通信可能なその他のデバイス
またはモジュールにより行うこともできる。処理済画像データは印刷モジュール１２２へ
提供されてよい。印刷モジュール１２２は、処理済画像データをキャッシュまたは格納す
ることができ、プリントヘッド１０８による印刷用に、データをリアルタイムに通信して
よい。
【００２１】
　位置決めモジュール１２６は、位置情報を印刷モジュール１２２へ提供してよい。位置
情報は、印刷媒体上に、または、印刷および／またはスキャン対象の画像データ内に定義
または画定される参照点に対するプリントヘッド１０８の相対位置を計算するのに利用さ
れうる。位置情報は、１以上のナビゲーションセンサ１１２から受信した信号、計測結果
、または他の情報に基づいて、位置決めモジュール１２６により生成または計算されてよ
い。ナビゲーションセンサ１１２は、プリンタ１０２およびプリントヘッド１０８に対し
て位置および方向情報を提供する、例えば、光電式センサ、電気機械式センサ、または、
１以上の慣性センサであってよい。位置および方向情報は、画像データを再生する印刷媒
体の面に対するプリンタ１０２およびプリントヘッド１０８の正確な位置を決定するのに
位置決めモジュール１２６により利用されてよい。ここで記載する印刷媒体は、印刷物質
（例えばインク、粒子等）を載せうる任意の種類の材料または媒体であってよい。
【００２２】
　ナビゲーションセンサ１１２が提供する位置情報は、位置決めモジュール１２６を介し
て印刷モジュール１２２により利用されることで、プリントヘッド１０８の位置を、画像
処理モジュール１１８が提供する処理済画像データ内のある位置に配置しうる。印刷モジ
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ュール１２２は、プリントヘッド１０８を方向付け、制御して、インクを放出して印刷媒
体に載せさせ、処理済画像データの対応する位置を表す。
【００２３】
　プリントヘッド１０８は、例えば液体インク液滴等の印刷物質を印刷媒体に出す複数の
ノズルまたはプリミティブ（primitive）（図２で詳細確認）を有するインクジェットプ
リントヘッドであってよい。印刷物質は貯蔵器またはカートリッジに容れられていてよい
。貯蔵器またはカートリッジには、ブラックインク、および／または、シアン色のインク
、マジェンタ色のインク、イエロー色のインク、およびブラックインクが容れられていて
よい。他の実施形態では、例えばレーザプリンタまたはＬＥＤ（発光ダイオード）プリン
タ等のトナーベースのプリンタ、固形インクプリンタ、昇華型（dye-sublimation）プリ
ンタ、インク不要のプリンタ等、他の印刷技術を利用することができる。
【００２４】
　撮像モジュール１２４は、１以上の光学撮像センサ１１４から画像情報を受信しうる。
光学撮像センサ１１４は、印刷媒体その他のスキャン可能媒体の面を表す複数の画像を撮
像するよう構成および配置されたＣＣＤ（電荷結合素子）であってよい。複数の画像が撮
像モジュール１２４により処理され、再構築されて、印刷媒体またはスキャン可能な媒体
への描画を生成してよい。撮像モジュール１２４は、位置決めモジュール１２６から位置
決め情報を受信して、光学撮像センサ１１４が提供した複数の撮像画像の配置および再構
築を促してよい。このようにして、プリンタ１０２は、撮像モジュール１２４、位置決め
モジュール１２６、および印刷モジュール１２２の協働により、画像をスキャン、処理、
格納、および複製するのに利用されてよい。
【００２５】
　別の実施形態の撮像モジュール１２４は、位置決めモジュール１２６を較正するのに利
用されてよい。例えば、光学撮像センサ１１４が撮像した画像を、画像処理モジュール１
１８が提供する処理済画像データと比較して、累積位置決めエラーを補正または補償して
よく、および／または、位置決めモジュール１２６を再配向してよい。例えば、プリンタ
１０２が印刷処理中に印刷媒体から取り外された場合、位置決めモジュール１２６は、そ
の印刷処理に伴う参照点を見失ってしまう可能性がある。
【００２６】
　図２は、論理概略図１００と携帯型のまたは手動の前進プリンタ１０２との関連で説明
される教示を含むよう構築されうる印刷デバイス２００の底面図である。プリンタ１０２
のコンポーネントおよびエレメントは、印刷デバイス２００に含まれてよい、または統合
されてよい。例えば、印刷デバイス２００は、一対のナビゲーションセンサ１１２および
１以上の光学撮像センサ１１４を含むセンサ機構１１０およびプリントヘッド１０８を支
持および搬送する筐体２０２を含む。
【００２７】
　一対のナビゲーションセンサ１１２は、位置決めモジュール１２６（図１参照）により
利用されて、光学撮像センサ１１４および／またはプリントヘッド１０８に関する位置決
め情報を決定しうる。筐体２０２は、一対のナビゲーションセンサ１１２に固定されたプ
リントヘッド１０８および光学撮像センサ１１４を支持して、ナビゲーションセンサ１１
２が取得した画像および／または位置情報が、光学撮像センサ１１４およびプリントヘッ
ド１０８に対して正確に相関付けられるようにする。
【００２８】
　本例示的実施形態のプリントヘッド１０８は、異なるカラーのインク用に複数のノズル
配列を有するインクジェットプリントヘッドであってよい。例えば、プリントヘッド１０
８がカラー（ＣＭＹＫ）プリントヘッドである場合、シアン色のインク（Ｃ）用にノズル
配列２０４、マジェンタ色のインク（Ｍ）用にノズル２０６、イエロー（Ｙ）色のインク
用にノズル配列２０８、およびブラック（Ｋ）のインク用にノズル配列２１０を有しうる
。プリントヘッド１０８のノズル配列またはノズル２０４～２１０は、光学撮像センサ１
１４に隣接配置されてよい。この構成によって、光学撮像センサ１１４は、プリントヘッ
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ド１０８が放出して印刷媒体に載せられたインクについての情報を取得することができる
。この情報を利用すると、放出および／または印刷プロセスにわたり処理済画像データの
エラー訂正および検証を行うことができる。
【００２９】
　本例示的実施形態のノズル２０４～２１０は、色毎に並べられている。例えば、色を載
せる所定の順番に応じて、および／または、ノズル２０４～２１０内の色を載せて混合す
ることで新たな色を生成するのに要される量に応じて、ノズル２０４～２１０内の色の配
列順番は変更されてよい。異なるベースまたは構成色を利用するには（例えば、ＣＭＹＫ
以外の色を利用するには）、所望の色、色の組み合わせを生成するのに異なるノズルの順
番または配列を必要とする場合がある。
【００３０】
　図３は、図２に示す印刷デバイス２００の上面図である。印刷デバイス２００は、図１
に示すコントローラ１０４に組み込まれる、または支持される機能に基づいて、様々なユ
ーザ制御、ボタン、タッチスクリーン等を含んでよい。例えば、印刷デバイス２００内で
は、印刷制御入力３０２、スキャン制御入力３０４、およびディスプレイ３０６が、コン
トローラ１０４に通信可能に連結されている。印刷制御入力３０２は、印刷処理を開始／
再開するのに利用されうる信号をコントローラ１０４に提供してよい。スキャン制御入力
３０４は、スキャン処理を開始／再開するのに利用されうる信号をコントローラ１０４に
提供してよい。
【００３１】
　ディスプレイ３０６は、受動ディスプレイ、対話型ディスプレイ等であってよく、ユー
ザに様々な情報を提供してよい。情報は、印刷デバイス２００の現在の動作状態（例えば
、印刷中、印刷準備完了、スキャン中、スキャン準備完了、印刷画像受信中、印刷画像送
信中、スキャン画像送信中等）、バッテリ電力、エラー（例えば、スキャン／位置決め／
印刷エラー等）、命令（例えば、「再配向する画像の印刷位置の上にデバイスを配置せよ
」等）に関していてよい。ディスプレイ３０６が対話型ディスプレイである場合、制御入
力３０２および３０４に加えて、またはその代わりに、制御インタフェースを提供してよ
い。
【００３２】
　図４は、図２に示す印刷デバイス２００が行いうる例示的な位置決め処理４００を示す
フロー図である。ブロック４０２で、位置決め処理４００は、スキャンまたは印刷処理を
開始することで開始されてよい。例えば、印刷制御入力３０２（図３参照）は、コントロ
ーラ１０４に信号を提供して印刷処理を開始してよく（図１参照）、または、スキャン制
御入力３０４は、コントローラ１０４に信号を提供してスキャン処理を開始してよい（図
３参照）。
【００３３】
　ブロック４０４で、位置決めモジュール１２６は、印刷媒体上の参照点を構築してよい
。例えば、ユーザは、印刷デバイス２００が所望の開始位置に配置されると、ディスプレ
イ３０６が提供する文章または描画により、入力３０２、３０４のいずれかを起動する命
令を受けてよい。または、ユーザは、予め印刷デバイス２００を所望の開始位置および配
向に配置しておいて、参照点は、適切な入力３０２、３０４が起動されたときに構築する
ようにすることもできる。
【００３４】
　ブロック４０６で、位置決めモジュール１２６は、ナビゲーションセンサ１１２が提供
する情報を用いて、位置情報（例えば、参照点に対する印刷デバイス２００の並進および
／または回転変化）を決定してよい。並進変化は、二次元座標システムにおけるナビゲー
ションセンサの位置の漸増的な変化をトラックすることで決定されてよい（例えばΔｘお
よびΔｙ）。回転変化は、例えばｙ軸に関しての印刷デバイスの角度変化としてよい（例
えば、ΔΘ）。これら並進変化および／または回転変化は、ナビゲーションセンサ１１２
がこれら運動を検知すべく取得した連続ナビゲーション画像を、位置決めモジュールが比
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較することで決定されうる。
【００３５】
　ブロック４０８で、位置決めモジュール１２６は、さらに、処理済画像データを画像処
理モジュール１１８から受信してよい。画像全体または一部が予め所定の位置に載せられ
ている、または、印刷されている場合、光学撮像センサ１１４を利用して、受信した処理
済画像データに関して計算した位置の正確性を検証してよい。例えば、光学撮像センサ１
１４は、乗せられた画像（またはスキャンされる画像）をサンプリングして、そのサンプ
ルを、受信した処理済画像データ内の対応する位置と比較してよい。検証プロセスでは、
さらに、印刷および／または堆積が不完全な画像を検出し、補償してよい。
【００３６】
　ブロック４１０で、位置決めモジュール１２６は、計算された位置および受信した処理
済画像データの間の差異およびズレを補正してよい。例えば、十分な情報がある場合（例
えば、光学撮像センサ１１４がスキャンした位置に載せられた材料が十分な場合）、位置
決めモジュール１２６は、２つの画像が確かにマッチするよう位置情報をオフセットおよ
び整列させてよい。位置決めモジュール１２６が利用可能な情報に基づいた適切なオフセ
ットを決定することが不可能な場合、光学撮像センサ１１４を利用してさらなる情報の収
集、パターン識別、等を行ってよい。さらなる情報および／またはパターンは、計算され
た位置および受信した処理済画像データを整列させるのに必要なオフセットを位置決めモ
ジュール１２６が決定するのに利用されてよい。訂正および補償は、例えば画像の複雑度
、利用可能な処理能力、所望の解像度等に基づいて、継続的にまたは定期的に行われてよ
い。
【００３７】
　ブロック４１２で、位置決め処理４００のステータスおよび計算を評価してよい。位置
決め情報が正確であると評価された場合、ブロック４１４で位置決め処理４００が完了し
てよい。位置情報が不完全、不正確、または許容できない場合には、位置決め処理４００
はブロック４０６へ戻り、処理を再度行う。
【００３８】
　図５は、印刷デバイス２００が行いうる印刷処理５００を示すフロー図である。ブロッ
ク５０２で、例えば印刷制御入力３０２が提供する信号により、印刷処理５００が開始、
または始動されうる。
【００３９】
　ブロック５０４で、印刷モジュール１２２は、処理済画像データを画像処理モジュール
１１８から受信してよい。前述したように、画像データは、画像情報ソース１２０から、
生の、または未処理の形式で受信されて、画像処理モジュール１１８で印刷用に処理され
てよい。または、図１を参照して記載したように、画像データは、画像情報ソース１２０
により予め前処理されてから印刷モジュール１２２へ送られてもよい。
【００４０】
　ブロック５０６で、ディスプレイ３０６は、印刷デバイス２００が処理済画像データを
印刷する準備が完了していることを表示してよい。ディスプレイ３０６は、処理済画像デ
ータのサムネイル表示をしてもよい。ディスプレイ３０６が提供するサムネイル画像は、
印刷処理５００のステータスを示すのに利用されてよい。例えば、サムネイル画像は、印
刷デバイス２００が印刷媒体上に処理済画像データを放出して載せる際に削除されても、
シェーディングされても、または、修正されてもよい。
【００４１】
　ブロック５０８で、印刷モジュール１２２は、ブロック５１６でユーザが印刷制御入力
３０２を起動することで生成した印刷コマンドを表す信号を受信してよい。
【００４２】
　ブロック５１０で、印刷モジュール１２２はさらに、位置決めモジュール１２６から位
置決め情報を受信してよい。
【００４３】



(10) JP 5211350 B2 2013.6.12

10

20

30

40

50

　ブロック５１２で、印刷モジュール１２２は、印刷物質（例えば１以上のカラーインク
）を印刷媒体の表面の所定に位置に載せるべきか否かを決定してよい。例えば、印刷につ
いて、またはインクを載せることについての決定は、印刷媒体の表面の所定の位置に載せ
るべき全液滴量およびその位置に既に載せられている液滴の量に応じて行われてよい。さ
らなる印刷またはインク堆積が必要な場合には、ブロック５１４で、印刷モジュール１２
２は、ユーザが印刷媒体の表面上で印刷デバイス２００を移動または前進させる際に、プ
リントヘッド１０８が適量の印刷物質を放出するよう制御することができる。印刷処理５
００は、ブロック５１０へ戻り、さらに位置決め情報を受け取ってさらなるインク堆積に
備えてよい。
【００４４】
　さらなる印刷またはインク堆積が不要である場合には、ブロック５１６で、印刷処理５
００は、印刷ジョブが完了したかを決定してよい。印刷ジョブが完了したか否かの決定は
、印刷済の量と全印刷量の対比により行われてよい。または、印刷済の量が全印刷量より
少なくても印刷処理５００が終了する場合もある。例えば、印刷済の量が全印刷量の９５
パーセントであっても、印刷処理５００が終了したとみなす場合もある。印刷ジョブが完
了すると、ブロック５１８で、印刷処理５００が終了する。印刷ジョブが完了していない
場合には、印刷処理５００はブロック５１０へ戻り、さらに位置決め情報を受け取ってさ
らなるインク堆積に備えてよい。
【００４５】
　図６Ａから図６Ｄは、印刷デバイス２００との関連で利用されうる可動式の、または、
リトラクタブルのキャップ６００を示す。特に、可動式キャップ６００は、プリントヘッ
ド１０８に隣接する筐体２０２と協働して係合するようなサイズおよび構成であってよい
。図６Ａに示すように、キャップ６００が閉位置に配置されている場合には、キャップ６
００はプリントヘッド１０８に接触および係合している。特に、プリントヘッド１０８は
、印刷物質を放出する印刷媒体の面からノズル２０４～２１０を保護するべく、および該
印刷媒体の面に対してノズル２０４～２１０を適切に配列するべく、筐体２０２の窪み部
分に収められて搬送することができる。キャップ６００は、キャップ６００が閉位置に収
められたときノズル２０４～２１０を清掃するよう、および、ノズル２０４～２１０と係
合するよう、複数のワイパ６０２およびガスケット６０４を有する（図６Ｂ参照）。
【００４６】
　図６Ｂは、キャップ６００と、複数のワイパ６０２およびガスケット６０４とを示す拡
大概略図である。キャップ６００は、複数のワイパ６０２およびガスケット６０４が収ま
るサイズのベース６０６を含みうる。図６Ｃに示す各ワイパ６０２は、前端部６０２ａお
よび後端部６０２ｂを含む。前端部６０２ａは、キャップ６００が閉じるとノズル２０４
～２１０をワイプすることのできる曲線を有する端部であってよい。前端部６０２ａのワ
イプ動作により、ノズル２０４～２１０付近に累積しうる余分なインクおよび／または印
刷物質が取り除かれる。後端部６０２ｂは、キャップ６００が開けられたときに、ノズル
２０４～２１０を掃く（rake）ことのできる鋭い端部または遷移部であってよい。後端部
の掃く動作により、ノズル２０４～２１０の動作を滞らせうる、または、妨げうる乾燥し
た、または累積した印刷物質および／またはインクが除去または破壊される。
【００４７】
　一実施形態では、ワイパ６０２およびガスケット６０４は、各ノズル２０４～２１０に
同時に係合する一体型であってよい。または、図６Ｂに示すように、ワイパ６０２および
ガスケット６０４は、互いに離散したピースまたはエレメントであってよい。後者の場合
、各ノズル２０４～２１０は、それぞれ異なるワイパ６０２およびガスケット６０４と対
にされ、または組み合わせられることで、各ノズルおよび印刷物質を封止し、隔離する。
ワイパ６０２およびガスケット６０４は、様々な変形可能プラスチックおよび／またはゴ
ム材料（例えばＥＰＤＭ、Ｖｉｔｏｎ、またはこれらに類似したもの）から形成または成
形が可能である。ワイパ６０２およびガスケット６０４が変形することで、キャップが閉
位置に固定または配置されているとき、キャップ６００とプリントヘッド１０８との間を
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封止することができる（図６Ａ参照）。
【００４８】
　ベース６０６は、ベース６０６の表面に対して略垂直に配置される一対の側面部６０８
、６１０を支持してよい。ベース６０６と、側面部６０８、６１０との配置により、プリ
ントヘッド１０８に隣接する筐体２０２を封止する、または筐体２０２と係合するサイズ
のＵ字状の内部空間が画定される。図６Ａに示すように、キャップ６００が閉位置にある
とき、側面部６０８とベース６０６とは、筐体２０２に接触または係合している。
【００４９】
　キャップ６００は、ロック６１２を介してプリントヘッド１０８に隣接して固定されて
よい。ロック６１２を矢印Ａが示す方向に解除することで、キャップ６００は、筐体２０
２の周りを矢印Ｂが示す方向に自由に旋回または回転することができるようになる。例え
ば、キャップ６００が閉位置（図６Ａ参照）から開位置（図には明示されていないが、ノ
ズル２０４～２１０とは離間している位置）へ移動してベース６０６と、ワイパ６０２お
よびガスケット６０４とが外れてノズル２０４～２１０を清掃する間、側面部６０８およ
び６１０は筐体２０２に対して摺動可能な接触を維持することができる。
【００５０】
　キャップ６００の動きは、例えば、カム６１４により制御またはガイドされてよい。カ
ム６１４は、筐体２０２の側面部内に形成されても、キャップ６００の側面部６０８、６
１０内に形成されてもよい。カム６１４がどのコンポーネントに形成されるかに関わらず
、番いのコンポーネント上には適切なカムフォロワ６１６が形成される。カム６１４は、
閉位置（図６Ａ参照）と、ノズル２０４～２１０が印刷物質および／またはインクを自由
に放出する開位置との間で、キャップ６００の動きを制御およびガイドする方法の一つを
表している。
【００５１】
　図６Ｄは、キャップ６００の動きを制御するガイドまたはカム６１４を表す。この例示
的実施形態では、カム６１４は、カムフォロワ６１６が概して矢印Ｃが示す方向へ移動ま
たは並進する際のキャップ６００の動き全体を制御する。例えば、キャップ６００が開位
置６１８から移動を始めるとき、カム６１４はカムフォロワ６１６を遷移経路６２０沿い
にプリントヘッド１０８付近の位置へと誘導する。参照番号６２２で示される点で、また
はその周りで、ワイパ６０２の前端部６０２ａが、ノズル２０４～２１０と接触する。こ
の接触により、カムフォロワ６１６およびキャップ６００を点６２２と点６２６との間の
ワイプ経路６２４沿いに移動させることで、前端部６０２ａによるノズル２０４～２１０
のワイプ動作または清掃が開始される。点６２６で、ワイプ動作が完了し、ワイパ６０２
および前端部６０２ａとは、カムフォロワ６１６の動きによりキャップ６００が筐体２０
２と密に接するよう動かされることで、ノズル２０４～２１０の表面を変形して、表面と
係合をし始める。
【００５２】
　ワイパ６０２および前端部６０２ａの変形により、ガスケット６０４は、ノズル２０４
～２１０に接触する、または、ノズル２０４～２１０に封止される。ワイパ６０２とガス
ケット６０４とが協働することで形成される封止により、ノズル２０４～２１０内の印刷
物質が乾燥したり、凝固したりしないようにできる。点６２６では、ワイパ６０２および
ガスケット６０４は、キャップ６００が筐体２０２と密に接触するよう移動する際、ノズ
ル２０４～２１０に対してさらに押し付けられてよい。さらに押し付けることで、封止内
を脱気することができる。カムフォロワ６１６がキャップ６００から点６２８へ移動させ
ると、封止されたワイパ６０２とガスケット６０４との圧搾が弱まる。圧搾が弱まると、
ワイパ６０２とガスケット６０４とが協働することで形成される空間６３０の内部ボリュ
ームが増加するが、封止空間６３０内に停留する空気の量は維持される。空間６３０内の
増加ボリュームと、この空間内の通常の空気量とによって、空間６３０内の圧力が低下す
る。低下した圧力によって、ノズル２０４～２１０を潤った状態に保ち、いつでも放出可
能な状態にしておくことができる。
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【００５３】
　例えばロックおよびキャッチ６１２を解除することで、キャップ６００およびカムフォ
ロワ６１６の動きを逆にして実質的に矢印Ｄが示す方向とすることで、封止および閉鎖プ
ロセスを逆にすることができる。この開始手順中に、終端部６０２ｂは、キャップ６００
およびカムフォロワ６１６が点６２６から点６２２へ動くことでノズル２０４～２１０を
掃く。
【００５４】
　別の実施形態では、カム６１４およびカムフォロワ６１６は、スプリング搭載システム
であってよい。スプリングの搭載により、キャップ６００およびワイパ６０２を、異なる
スピードで、ノズル２０４～２１０と係合／係合解除させることができるようになろう。
例えば、カム６１６およびキャップ６００フォロワがさらに点６２２から点６２６へ移動
するときに（矢印Ｃ参照）、スプリング（不図示）が圧縮されうる。スプリング（不図示
）の圧縮により、キャップ６００の有するワイパ６０２の動きが遅くなる。カム６１６お
よびキャップ６００フォロワが点６２６から点６２２へ移動するときには（矢印Ｄ参照）
、スプリング（不図示）は伸張しうる。スプリング（不図示）の伸張により、保存エネル
ギーが解除され、キャップ６００が有するワイパ６０２が開位置へと急速に移動する。
【００５５】
　別の実施形態では、カム６１４は単にキャップ６００をロック６１２へガイドしてよい
。本例示的実施形態のロック６１２は、ベース６０６の前端部と係合するスプリング搭載
ロックであってよい。例えば、ベース６０６の前端部がロック６１２と係合するときにロ
ックのスプリング部が圧縮される。スプリングの圧縮により、ワイパ６０２およびガスケ
ット６０４が変形し、ロック６１２がベース６０６と係合する。今係合しているベース６
０６を解除すると、スプリング上の圧縮が緩み、今度は空間６３０が膨らみ、その内部で
所望の圧力低下が起こる。
【００５６】
　当業者であれば、ここで記載した好適な実施形態に様々な変更および修正が可能である
ことを理解しよう。このような変更および修正は、本発明の精神および範囲を逸脱せず、
意図した利点を低減させない範囲で行うことができる。故に、このような変更および修正
は添付請求項により網羅されることが意図される。
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